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「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
恋
愛
」 

                      

 



 

登
場
人
物 

富
岡
ミ
キ
（
２
７
／
３
５) 

：
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

 

後
藤
正
則
（
３
５
）    

：
元
恋
愛
保
護
受
給
者 

杉
原
祐
一
（
３
６
）    

：
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

榊
原
リ
ン
（
２
５)  

 
 

：
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

 
 
 

：
撮
影
、
ナ
レ
ー
タ
ー 

ミ
キ
役
の
子
役
（
１
０
） 

生
徒
た
ち 
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〇
小
学
校
の
教
室 

生
徒
た
ち
数
名
が
、
正
面
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー 

を
見
て
い
る
。
画
面
に
は
『
健
康
で
文
化
的
な 

最
低
限
度
の
恋
愛
保
障 

～
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー 

カ
ー
の
お
仕
事
～
』
の
文
字
。 

傍
ら
に
は
美
し
い
女
・
榊
原
リ
ン(28)

が
立
っ 

て
い
る
。 

リ
ン
の
首
に
は
『
東
京
都
福
祉
局
恋
愛
保
護
課 

第
一
係

 

主
任

 

恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

榊 

原
リ
ン
』
と
い
う
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
。 

リ
ン
が
手
に
持
っ
た
リ
モ
コ
ン
を
操
作
す
る
と 

『
恋
愛
保
障
制
度
』
の
資
料
が
映
し
出
さ
れ
る
。 

リ
ン
「
今
か
ら
十
年
前
。
独
身
者
の
約
六
割
が
危
機 

的
な
『
恋
愛
弱
者
』
と
い
う
事
実
が
、
社
会
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
性
交
経
験
は
お
ろ
か
、
キ
ス
な

ん
て
夢
の
ま
た
夢…

…

」 

生
徒
た
ち

「
（

く
す
く
す

）
」 

リ
ン
「
そ
ん
な
恋
愛
弱
者
の
為
、
２
０
２
７
年
に 

 
 

施
行
さ
れ
た
の
が
『
恋
愛
保
障
制
度

』
。

そ
の
制 

度
を
支
え
る
の
が
、
我
々
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 
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な
の
で
す
」 

他
の
生
徒
が
退
屈
そ
う
に
話
を
聞
く
中
、 

 

キ
ラ
キ
ラ
し
た
表
情
で
リ
ン
を
見
つ
め
る
、 

富
岡
ミ
キ(10)

。 

 

（
音
声
が
オ
フ
に
） 

リ
ン
、
リ
モ
コ
ン
を
操
作
し
て
、
何
枚
も
ス
ラ 

イ
ド
を
見
せ
て
い
く
。
元
は
冴
え
な
い
男
性
が
、 

垢
抜
け
て
、
リ
ン
と
映
る
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー 

の
写
真
が
何
枚
も
。
皆
、
幸
せ
そ
う
だ
。 

横
に
写
る
リ
ン
も
美
し
く
輝
い
て
い
る
。 

 

リ
ン
、
時
に
は
目
に
涙
を
浮
か
べ
、
熱
弁
す
る
。

さ
ら
に
ス
ラ
イ
ド
を
更
新
す
る
リ
ン
。 

『
恋
愛
保
護
法
の
導
入
前
後
の
既
婚
率
：
出
生 

率
の
変
化
』
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
。
棒
グ
ラ
フ
で 

『
３
０
代
既
婚
率
：
導
入
前
／
導
後
』
『
年
間 

出
生
率
：
導
入
前
／
導
入
後
』
が
表
示
さ
れ
る
。 

既
婚
率
、
出
生
率
と
も
、
導
入
後
に
大
幅
に
伸 

び
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
ス
ラ
イ
ド
が
終
わ
る
。 

（
音
声
オ
ン
） 
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リ
ン
「
私
、
恋
愛
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う 

ん
で
す
！ 

私
が
そ
れ
を
伝
え
て
、
幸
せ
な
人
が 

増
え
て
く
れ
た
ら
、
こ
ん
な
や
り
が
い
は
他
に
あ 

り
ま
せ
ん
」 

ミ
キ
、
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
。 

ミ
キ
「
私
、
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
な
る
！
！
」 

リ
ン
、
生
徒
た
ち
、
驚
い
た
顔
。 

ミ
キ
「
リ
ン
さ
ん
み
た
い
な
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
幸
せ
に
す
る
！
」 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
こ
の
時
、
ミ
キ
さ
ん
の
人
生
は
決 

ま
っ
た
の
で
す
」 

ミ
キ
、
立
ち
上
が
っ
た
状
態
で
静
止
画
。 

力
強
い
音
楽
が
カ
ッ
ト
イ
ン
。 

ミ
キ
の
再
現
ビ
デ
オ
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

テ
ロ
ッ
プ
『
２
０
２
８
年
９
月

 

小
学
４
年
生 

 

ミ
キ
の
決
意
』 

 

〇
東
京
都
福
祉
局
・
廊
下
（
朝
） 

 

颯
爽
と
歩
い
て
い
る
ミ
キ
（27

）
。 
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ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
ス
ー
ツ
に
ヒ
ー
ル
、
洗
練
さ 

れ
た
メ
イ
ク
と
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
隙
が
な
く
美 

し
い
容
姿
。
首
か
ら
さ
げ
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 

に
は
『
東
京
都
福
祉
局
恋
愛
保
護
課
第
一
係 

主
任 

恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

富
沢
ミ
キ
』
。 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
十
年
後
、
ミ
キ
さ
ん
は
小
学
生
の 

時
に
誓
っ
た
そ
の
志
を
見
事
実
現
。
大
学
在
学
中 

に
、
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
資
格
試
験
に
史
上
最 

年
少
で
合
格
。
し
か
も
史
上
初
の
満
点
合
格
。 

そ
の
後
、
新
卒
で
東
京
都
福
祉
局
恋
愛
保
護
課
に

恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
入
職
し
ま
し
た
。

着
実
に
実
績
を
挙
げ
、
現
在
は
２
７
歳
の
若
さ
で

主
任
と
し
て
活
躍
中
。
本
日
は
そ
ん
な
ミ
キ
さ
ん

の
一
日
に
密
着
し
ま
す
」 

『
恋
愛
保
護
課
第
一
係
』
と
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
た

ド
ア
を
開
け
、
中
へ
入
っ
て
行
く
ミ
キ
。 

 

〇
同
・
恋
愛
保
護
課
第
一
係
・
オ
フ
ィ
ス
（
朝
） 

ミ
キ
は
自
席
に
座
り
、
パ
ソ
コ
ン
１
台
と
複
数 

の
ア
イ
パ
ッ
ド
を
手
早
く
起
動
。 
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
声
（
以
降
声
の
み
）
「
お
一
人 

で
何
人
く
ら
い
を
担
当
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

ミ
キ
「
３
３
人
で
す
。
平
均
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
多
い 

ほ
う
で
す
か
ね
」 

テ
ロ
ッ
プ
「
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
一
人
あ
た
り
の 

担
当
受
給
者
の
平
均
は
２
５
人
前
後
」 

 

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
後
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
が
映
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
拝
見
し
て
も
？
」 

 

ミ
キ
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
は
、
男
性
の
カ
ル
テ

情
報
ら
し
き
デ
ー
タ
が
。 

そ
こ
に
は
３
０
名
近
い
男
性
。 

皆
ぼ
か
し
が
入
っ
て
い
る
が
、
太
っ
て
い
た
り 

頭
髪
が
薄
か
っ
た
り
、
服
装
が
ダ
サ
い
こ
と
は 

分
か
る
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
良
け
れ
ば
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り 

と
り
を
見
せ
て
頂
い
て
も…

」 

ミ
キ
「
い
い
で
す
よ
」 

 

『
久
し
ぶ
り
に
△
△
君
に
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。 

ま
た
ご
飯
行
こ
う
ね
』 

 

『
起
き
て
る
？
眠
れ
な
く
て
連
絡
し
ち
ゃ
っ
た
』 
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『
△
△
君
に
し
か
相
談
で
き
な
い
悩
み
が
あ
っ
て

…

今
日
会
え
な
い
か
な
？
」 

『
今
週
も
お
仕
事
頑
張
っ
て
！ 

会
え
な
く
て
寂

し
い
け
ど
我
慢…

笑
」 

『
□
□
君
、
私
の
こ
と
好
き
？
』 

…

ど
れ
も
好
意
を
匂
わ
せ
、
絶
妙
に
相
手
の
心
を

く
す
ぐ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

ミ
キ
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
カ
ル
テ
に
テ
キ
ス
ト
を 

手
早
く
入
力
し
て
い
く
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
何
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

ミ
キ
「
や
り
と
り
の
履
歴
は
す
べ
て
残
し
て
お
く
ん 

で
す
。
受
給
者
の
恋
愛
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス 

キ
ル
の
向
上
の
記
録
に
な
り
ま
す
か
ら
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
ひ
と
り
ひ
と
り
、
丁
寧
に
対
応 

さ
れ
て
る
ん
で
す
ね
」 

ミ
キ
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
上
司
か
ら
は
、
ボ
ッ
ト
の 

オ
プ
テ
ィ
マ
イ
ズ
に
任
せ
て
も
い
い
と
は
言
わ
れ 

て
い
る
ん
で
す
が
、
私
は
必
ず
自
分
で
考
え
て
お 

返
事
し
て
ま
す
ね
。
そ
の
方
が
受
給
者
の
方
に
真 
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心
が
伝
わ
る
と
思
う
の
で
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
さ
す
が
の
プ
ロ
意
識
で
す
」 

カ
メ
ラ
目
線
に
な
っ
て
微
笑
む
ミ
キ
。 

 
〇
カ
フ
ェ
・
店
内 

テ
ー
ブ
ル
席
に
横
並
び
で
座
っ
て
い
る
ミ
キ
と
、 

後
藤
正
則
（
３
５

）
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
本
日
は
、
ミ
キ
さ
ん
が
担
当
し 

て
い
た
元
受
給
者
の
方
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
け 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

テ
ロ
ッ
プ
「
元
受
給
者 

後
藤
正
則
さ
ん
（
仮
名
） 

３
５
歳
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
最
初
に
、
実
は
ミ
キ
さ
ん
が
恋 

愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
告
知
さ
れ
た
時
は 

ど
う
思
い
ま
し
た
か
？
」 

後
藤
「
そ
り
ゃ
、
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
よ
。
本 

当
の
恋
愛
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
」 

ミ
キ
「
立
場
を
隠
し
、
自
然
な
出
会
い
を
装
っ
て
受 

給
者
に
接
触
す
る
。
そ
れ
が
恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ 

ー
の
鉄
則
で
す
か
ら
。
で
も…

…

後
藤
さ
ん
の
こ 
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と
は
本
気
で
し
た
け
ど
ね
」 

ミ
キ
、
後
藤
の
手
に
そ
っ
と
自
分
の
手
を
添
え
。 

後
藤

「
（

微
笑
ん
で
）
あ
、
も
う
、
そ
う
い
う
の
は 

大
丈
夫
で
す
か
ら
」 

後
藤
は
手
を
引
き
、
ま
た
正
面
を
向
い
て
、 

後
藤
「
で
も
、
い
ま
は
理
解
し
て
い
ま
す
よ
。
誰
だ 

っ
て
自
分
が
受
給
者
だ
な
ん
て
事
実
は
受
け
容
れ 

た
く
な
い
で
す
か
ら
ね
。
最
初
か
ら
『
私
は
恋
愛 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
す
』
と
正
直
に
言
わ
れ
て
い 

た
ら
、
心
を
開
け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
心
を
開
け
な
け
れ
ば
、
恋
愛
に 

は
至
ら
な
い
で
す
も
ん
ね
」 

後
藤
「
え
え
。
自
然
に
出
会
っ
て
恋
に
落
ち
た
ん
だ 

と
思
わ
せ
て
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
僕
も
、
自 

分
に
だ
っ
て
恋
愛
が
出
来
る
ん
だ
と
い
う
自
信
が 

つ
い
た
ん
で
す
。
僕
、
ミ
キ
さ
ん
と
出
会
っ
た
当 

初
は
酷
か
っ
た
で
す
も
ん
。
い
ま
よ
り2

0

キ
ロ
以 

上
太
っ
て
た
し
、
服
も
ダ
サ
ダ
サ
で
」 

 

ミ
キ
、
微
笑
ん
で
頷
く
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
そ
う
や
っ
て
自
信
が
つ
い
た
お 
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か
げ
で
、
い
ま
は
恋
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
？
」 

後
藤
「
は
い
。
実
は
先
日
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
ま
し
た
」 

と
、
左
手
を
見
せ
る
。
薬
指
に
指
輪
。 

ミ
キ

「
（

一
瞬
表
情
を
固
く
し
）
わ
あ
、
お
め
で
と 

う
ご
ざ
い
ま
す
」 

×
 

 
×

 
 

×
 

 

最
後
に
ミ
キ
、
カ
メ
ラ
目
線
で
。 

ミ
キ
「
え
？
目
標
で
す
か
？

 

そ
う
で
す
ね…

…

。 

い
つ
か
私
も
素
敵
な
恋
愛
が
し
た
い
な…

な
ん
て
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
そ
れ
は
、
引
退
後
と
い
う
こ
と 

で
す
か
ね
？
」 

ミ
キ
「
も
ち
ろ
ん
で
す
！
そ
れ
ま
で
に
一
人
で
も
多 

く
の
恋
愛
弱
者
の
方
を
救
え
る
よ
う
、
全
身
全
霊 

で
頑
張
り
ま
す
！
」 

と
、
カ
メ
ラ
目
線
で
微
笑
む
ミ
キ
。
ミ
キ
の
胸
元 

に
『
東
京
都
福
祉
局
』
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
る
。 

力
強
い
音
楽
が
カ
ッ
ト
イ
ン
。 

テ
ロ
ッ
プ
『
恋
愛
弱
者
に
、
恋
愛
の
素
晴
ら
し
さ
を 

伝
え
る 

恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
お
仕
事 

終
』 

 



 10 

〇
店
前 

 

笑
顔
で
手
を
振
っ
て
去
っ
て
い
く
ミ
キ
を
、

見
送
る
後
藤
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「…

…

も
う
オ
フ
レ
コ
な
ん
で
、 

ぶ
っ
ち
ゃ
け
で
お
願
い
し
た
い
ん
で
す
が
」 

後
藤
「
え
、
な
ん
で
す
？
」 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
「
後
藤
さ
ん
に
今
、
仮
に
恋
人
が 

い
な
い
と
し
て
。
さ
ら
に
仮
に
ミ
キ
さ
ん
が
明
日
、 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
辞
め
る
と
し
た
ら…

…

ミ
キ 

さ
ん
と
普
通
に
恋
愛
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
」 

後
藤
「
う
ー
ん
、
そ
れ
は
な
い
で
す
ね
。
ミ
キ
さ
ん 

っ
て
完
璧
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
完
璧
す
ぎ
て
不
自 

然
と
い
う
か…

…

あ
、
お
世
話
に
な
っ
た
の
に
失 

礼
で
す
よ
ね
。
忘
れ
て
く
だ
さ
い
」 

 

〇
東
京
都
福
祉
局
・
恋
愛
保
護
課
第
一
係
・
ド
ア
外 

テ
ロ
ッ
プ
「
８
年
後
」 

 

大
き
な
花
束
を
抱
え
、
出
て
き
た
ミ
キ(35)

。 

ミ
キ
「
新
卒
か
ら
今
ま
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま 

し
た
（
と
お
辞
儀

）
」 
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内
側
か
ら
パ
チ
パ
チ
パ
チ
と
拍
手
の
音
。 

 〇
道
（
夕
） 

 
花
束
を
抱
え
て
歩
く
ミ
キ
。
花
が
邪
魔
で
、
向 

い
か
ら
来
た
自
転
車
が
見
え
ず
、
ぶ
つ
か
り
そ 

う
に
な
る
。 

男
の
声
「
あ
ぶ
な
い
！
」 

通
り
か
か
っ
た
男
性
が
ミ
キ
の
肩
を
掴
ん
で
、 

衝
突
を
回
避
し
て
く
れ
る
。 

は
ず
み
で
、
抱
き
合
う
形
に
な
る
ミ
キ
と
男
性
。 

男
性
の
名
は
杉
原
祐
一
（3

6

）
。 

ミ
キ
「
ご
め
ん
な
さ
い
！
（
慌
て
て
身
体
を
離
す
）
」 

杉
原
「
い
え…

大
丈
夫
で
し
た
か
？
」 

ミ
キ
、
杉
原
と
目
が
合
う
。 

杉
原
、
品
の
良
さ
そ
う
な
イ
ケ
メ
ン
で
あ
る
。 

頬
を
染
め
る
ミ
キ
。
完
全
に
一
目
ぼ
れ
だ
。 

手
元
を
み
る
と
、
杉
原
も
小
さ
い
花
束
を
持
っ 

て
い
る
。 

杉
原
「
な
ん
だ
か
、
す
ご
い
花
束
で
す
ね
」 

ミ
キ
「…

実
は
今
日
、
退
職
日
で
」 
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杉
原
「
え
！ 

僕
も
な
ん
で
す
。
こ
っ
ち
は
小
さ
い 

け
ど
（
笑
）
ち
ょ
っ
と
分
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
？
」 

ミ
キ
「
え
？
」 

杉
原
「
冗
談
で
す
」 

ミ
キ
「
あ…

あ
は
は
」 

杉
原
と
ミ
キ
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
笑
う
。 

恋
が
始
ま
り
そ
う
な
瞬
間―

―

。 

 

〇
東
京
都
福
祉
局
・
別
館
・
廊
下
（
朝
） 

颯
爽
と
歩
く
男
性
の
足
音
。 

『
恋
愛
保
護
課
第
二
係
』
と
い
う
プ
レ
ー
ト
。 

ド
ア
を
開
け
る
男
性
の
手
。 

 

〇
同
・
同
・
恋
愛
保
護
課
第
二
係
・
オ
フ
ィ
ス 

自
席
に
座
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
カ
タ
カ
タ
と
触
る 

の
は…

杉
原
だ
。 

首
か
ら
さ
げ
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
『
東
京
都
福 

祉
局
恋
愛
保
護
課
第
二
係 

主
任 

恋
愛
ケ
ー 

ス
ワ
ー
カ
ー 

杉
原
祐
一

』
。 

パ
ソ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
た
カ
ル
テ
デ
ー
タ
に
は 
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『
受
給
者
ナ
ン
バ
ー379.

富
沢
ミ
キ
』
の
情
報
。 

ミ
キ
の
顔
写
真
。 

ミ
キ
の
カ
ル
テ
の
『
受
給
理
由
』
欄
に
『
長
年
、 

恋
愛
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
職
に
従
事
し
て
い
た
こ 

と
に
よ
る
、
自
然
恋
愛
能
力
の
著
し
い
減
退
』 

と
メ
モ
が
書
か
れ
て
い
る
。 

杉
原
「…

…

」 

ピ
コ
ン
ピ
コ
ン
と
ス
マ
ホ
の
通
知
。 

杉
原
が
ス
マ
ホ
を
開
く
と
、
何
人
も
の
女
性
受 

給
者
と
の
や
り
と
り
が
。 

そ
の
中
の
ひ
と
り
か
ら
、
立
て
続
け
に
メ
ッ
セ 

ー
ジ
が
来
て
い
る
。 

『
久
し
ぶ
り
に
杉
原
君
に
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。 

ま
た
ご
飯
行
こ
う
ね
』 

『
起
き
て
る
？
眠
れ
な
く
て
連
絡
し
ち
ゃ
っ
た
』 

『
杉
原
君
に
し
か
相
談
で
き
な
い
悩
み
が
あ
っ
て

…

今
日
会
え
な
い
か
な
？
」 

『
今
週
も
お
仕
事
頑
張
っ
て
！
会
え
な
く
て
寂
し

い
け
ど
我
慢…

笑
」 

『
杉
原
君
、
私
の
こ
と
好
き
？
』 
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ア
イ
コ
ン
は
ミ
キ
の
顔
写
真
。 

杉
原
、
無
表
情
で
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
てLINE

 

を
返
す
。 

『
う
ん
。
好
き
だ
よ
！
ミ
キ
ち
ゃ
ん
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
完
） 


